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社会的な反応は大きく、 12丹 21日の「朝日新開Jは、 1[菌のトップで「小学校で個人差教育、習熟
度別など推進、学力差拡大の恐れもJと批判し、波紋を広げたのであった。
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昭和 50年度の類型別実態調査 (13)によると、 48年に 20校あったのが 49年には、 16校に減少した。
その理由は、「新任者が多く実施不能J、「職員減により実施不能jというものであった。また、同時
にアンケートを実施し、 44年 (50校)と 50年 (63校)を比較している。「職員数の不足、構成が適
















































































































































































て、 2学年単位でティーム・ティーチングを行うという工夫j のことである。具体的には、第 i学
年の 2学級の担任 2人、第 2学年の 2学級の担任 2人に、もう!人ブロック付きの教員が加わって
5人でチィームを組むことになる。なお、昭和 40年代には全学年 5学級あったのが、現在では、少













































































































る。小学生の回答率が最も高いのは、「今のままでよいj で学級規模 1(20人以下)が約 48%、その
他の学級規模 2-5(2ト36人以上)では、 40%前後である。次いで全体としては「よいかどうか、やっ
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